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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第64期

第２四半期
連結累計期間

第65期
第２四半期
連結累計期間

第64期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 （百万円） 18,442 17,691 41,936

経常利益 （百万円） 2,478 2,168 6,091

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 1,556 1,419 3,835

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,999 883 5,599

純資産額 （百万円） 46,354 50,040 49,657

総資産額 （百万円） 57,609 60,902 62,954

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 62.15 56.71 153.17

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 79.2 80.7 77.5

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 2,330 2,259 3,077

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △105 △124 △507

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △416 △540 △761

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（百万円） 7,887 9,705 8,190

 

回次
第64期

第２四半期
連結会計期間

第65期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 34.64 23.16

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　「潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額」については、潜在株式が存在しないため、記載して

おりません。

４　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであ

ります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

(1)業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府や日銀による経済・金融政策等を背景に企業収益や雇用

情勢の改善が見られ、緩やかな回復基調で推移しましたが、消費税率引き上げ後の個人消費は依然として回復に弱

みが見られました。

また、海外経済におきましては米国では好調な企業業績に加え、雇用情勢や個人消費の回復に伴い景気は緩やか

な改善傾向にありましたが、欧州諸国の金融不安の長期化や中国をはじめとした新興国経済の減速など、全体とし

て景気の先行きは引き続き不透明な状況で推移しました。

このような状況の中で当社グループは、新中期３ヶ年経営計画「Execution２０１８」のもと、設定した課題を着

実に実行し、結果を出すべく進めました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は17,691百万円と前年同四半期連結累計期間と比べ750百万円

（4.1％）の減収、営業利益は1,981百万円と前年同四半期連結累計期間と比べ11百万円（0.6％）の増益、また、為

替等の影響により経常利益は2,168百万円と前年同四半期連結累計期間と比べ310百万円（12.5％）の減益、親会社

株主に帰属する四半期純利益は1,419百万円と前年同四半期連結累計期間と比べ136百万円（8.8％）の減益となりま

した。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

日本

国内営業面では、建設機械市場におきましては建設工事の停滞感があり、レンタル業者向け工事用水中ポンプな

どの売上高が減少しましたが、近年増加しておりますゲリラ豪雨対策用の中・大型水中ポンプや浸水被害の復旧作

業向け汎用水中ポンプについては、需要の高まりにより売上高は増加しました。

設備機器市場におきましては、官公庁や工場向けの製造業の設備投資が増加傾向にあり、設備用水中ポンプの売

上高は堅調に推移しました。

これらの結果、売上高は16,825百万円と前年同四半期連結累計期間と比べ487百万円（3.0％）の増収、セグメン

ト利益は1,621百万円と前年同四半期連結累計期間と比べ341百万円（26.7％）の増益となりました。

 

北米

北米地域におきましては、鉱山市場及びビル設備市場の売上高は順調に推移しましたが、レンタル市場及び建設

市場において一部地域で干ばつの影響を受け、需要が低迷しました。

この結果、売上高は3,171百万円と前年同四半期連結累計期間と比べ3百万円（0.1％）の減収、セグメント利益

は463百万円と前年同四半期連結累計期間と比べ6百万円（1.5％）の増益となりました。

 

その他

アジア地域におきましては、新興国の通貨安の影響等により購買力が低下した結果、需要が足踏み状態となりま

した。

この結果、売上高は4,805百万円と前年同四半期連結累計期間と比べ14百万円（0.3％）の減収、セグメント利益

は467百万円と前年同四半期連結累計期間と比べ129百万円（21.7％）の減益となりました。
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(2)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前四半期純利

益が2,168百万円の計上となり、営業活動による資金は2,259百万円の収入超過、投資活動による資金は124百万円の

支出超過、財務活動による資金は540百万円の支出超過となり、当第２四半期連結累計期間末の資金は9,705百万円

となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動による資金の増加は2,259百万円と前年同四半期連結累計期間比71百万円の減少となりました。

これは主に、たな卸資産の増加によるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による資金の減少は124百万円と前年同四半期連結累計期間比19百万円の増加となりました。

これは主に、投資有価証券の取得による支出の増加によるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動による資金の減少は540百万円と前年同四半期連結累計期間比123百万円の増加となりました。

これは主に、配当金の支払額が増加したためであります。

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

 

(4)研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は99百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因としては、価格競争が激化してきている中で原材料価格の上

昇が懸念され、原材料価格の上昇を製造原価、販売費及び一般管理費のコスト削減で吸収できない場合、また急激

な為替変動等により利益面に重要な影響を及ぼす可能性があります。

 

(6)資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社グループの資金状況は以下のとおりであります。

営業活動によるキャッシュ・フローは2,259百万円の現金及び現金同等物の増加となりました。

これは主に、当第２四半期連結累計期間における売上債権の減少によるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローは124百万円の現金及び現金同等物の減少となりました。

これは主に、当第２四半期連結累計期間における投資有価証券の取得によるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは540百万円の現金及び現金同等物の減少となりました。

これは主に、当第２四半期連結累計期間における配当金の支払いによるものであります。

 

(7)経営者の問題認識と今後の方針について

企業収益や雇用・所得環境の改善により、設備投資や個人消費が持ち直し、景気は緩やかな回復基調で推移する

ものと思われますが、円安による原材料価格の上昇や海外経済の減速懸念など、引き続き先行き不透明な状況が続

くものと予想される中、当社グループは新中期３ヶ年経営計画「Execution２０１８」の初年度として総力で設定し

た課題に取り組み業績の向上を目指します。

また、当社グループの成長に必要な運転資金及び設備投資資金につきましては、基本的に内部資金及び社債によ

り調達する方針であり、財務内容の健全化と資金運用の効率化を財務の重要事項として取り組んでおります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月13日）

上場金融商品取引
所名又は登録認可
金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 27,829,486 27,829,486
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数は100株で

あります。

計 27,829,486 27,829,486 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高(百万円)

平成27年７月１日～

平成27年９月30日
－ 27,829 － 5,188 － 7,810
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（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

有限会社ツルミ興産 大阪市鶴見区鶴見４丁目16番39号 1,904 6.84

ツルミ共栄会 大阪市鶴見区鶴見４丁目16番40号 1,558 5.60

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 1,242 4.47

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８番11号 944 3.39

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 700 2.52

THE BANK OF NEW YORK,

NON-TREATY JASDEC ACCOUNT

GLOBAL CUSTODY, 32ND FLOOR ONE WALL

STREET, NEW YORK NY 10286, U.S.A.
669 2.41

デンヨー株式会社 東京都中央区日本橋堀留町２丁目８番５号 648 2.33

GOLDMAN, SACHS & CO. REG 200 WEST STREET NEW YORK, NY, USA 591 2.12

THE BANK OF NEW YORK

- JASDECTREATY ACCOUNT

AVENUE DES ARTS 35 KUNSTLAAN, 1040

BRUSSELS, BELGIUM
535 1.93

株式会社有伸興産 大阪市鶴見区鶴見４丁目16番39号 518 1.86

計 － 9,314 33.47

　（注）１　上記のほか当社所有の自己株式2,790千株（10.03％）があります。

２　三井住友信託銀行株式会社及びその共同保有者である日興アセットマネジメント株式会社から、平成26年２

月20日付の大量保有報告書の写しの送付があり、平成26年２月14日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有

している旨の報告を受けておりますが、当社として当第２四半期会計期間末時点における実質所有株式数の

確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（千株）
株券保有割合

（％）

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４番１号   769 2.76

日興アセットマネジメント

株式会社
東京都港区赤坂９丁目７番１号   624 2.24

３　ダルトン・インベストメンツ・エルエルシーから、平成25年９月５日付の大量保有報告書（変更報告書）の

写しの送付があり、平成25年８月30日現在で2,012千株（株券等保有割合7.23％）を保有している旨の報告

を受けておりますが、当社として当第２四半期会計期間末時点における実質所有株式数の確認ができません

ので、上記大株主の状況には含めておりません。

４　有限会社ツルミ興産の所有株式1,904千株には、共同保有者による保有分は含んでおりません。同社代表取

締役の辻本治氏から提出された大量保有報告書（平成20年11月13日付　近畿財務局長宛提出　変更報告書）

に記載された共同保有者５名の平成27年９月30日現在の保有株式数を確認した結果、有限会社ツルミ興産及

び辻本治氏の共同保有者（1,703千株）による保有株式数の合計は3,607千株であります。

５　上記の所有株式数のうち信託業務に係る株式数は次の通りであります。

　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）944千株
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

普通株式　 2,790,600
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　25,017,300 250,173 －

単元未満株式 普通株式　　　21,586 － －

発行済株式総数 27,829,486 － －

総株主の議決権 － 250,173 －

　（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決

権10個）含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式59株が含まれております。

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

(自己保有株式)

株式会社鶴見製作所

大阪市鶴見区鶴見４丁目

16番40号
2,790,600 － 2,790,600 10.03

計 － 2,790,600 － 2,790,600 10.03

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,190 9,705

受取手形及び売掛金 17,365 13,338

有価証券 2,038 1,174

たな卸資産 ※１ 8,664 ※１ 9,956

その他 1,294 1,350

貸倒引当金 △56 △53

流動資産合計 37,497 35,472

固定資産   

有形固定資産   

土地 7,434 7,388

その他（純額） 4,396 4,284

有形固定資産合計 11,831 11,673

無形固定資産 647 600

投資その他の資産   

投資有価証券 10,862 10,844

その他 2,122 2,316

貸倒引当金 △7 △5

投資その他の資産合計 12,977 13,156

固定資産合計 25,456 25,430

資産合計 62,954 60,902

 

EDINET提出書類

株式会社鶴見製作所(E01662)

四半期報告書

 9/19



 

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,920 4,321

短期借入金 500 500

未払法人税等 961 553

賞与引当金 859 647

その他 2,501 2,497

流動負債合計 10,741 8,520

固定負債   

社債 700 700

長期借入金 300 300

引当金 153 151

退職給付に係る負債 242 232

その他 1,159 957

固定負債合計 2,554 2,341

負債合計 13,296 10,861

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,188 5,188

資本剰余金 7,896 7,896

利益剰余金 34,875 35,795

自己株式 △2,401 △2,401

株主資本合計 45,559 46,478

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,686 1,298

為替換算調整勘定 1,473 1,300

退職給付に係る調整累計額 70 54

その他の包括利益累計額合計 3,230 2,654

非支配株主持分 867 907

純資産合計 49,657 50,040

負債純資産合計 62,954 60,902
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 18,442 17,691

売上原価 12,493 11,501

売上総利益 5,948 6,190

販売費及び一般管理費 ※１ 3,978 ※１ 4,208

営業利益 1,970 1,981

営業外収益   

受取利息 123 115

受取配当金 76 93

為替差益 200 －

その他 135 158

営業外収益合計 535 367

営業外費用   

支払利息 12 6

有価証券運用損 － 118

その他 15 55

営業外費用合計 27 180

経常利益 2,478 2,168

税金等調整前四半期純利益 2,478 2,168

法人税、住民税及び事業税 729 632

法人税等調整額 119 88

法人税等合計 849 721

四半期純利益 1,628 1,447

非支配株主に帰属する四半期純利益 72 27

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,556 1,419
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益 1,628 1,447

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 161 △387

為替換算調整勘定 200 △160

退職給付に係る調整額 8 △15

その他の包括利益合計 370 △563

四半期包括利益 1,999 883

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,963 843

非支配株主に係る四半期包括利益 35 40
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,478 2,168

減価償却費 317 317

賞与引当金の増減額（△は減少） △263 △211

受取利息及び受取配当金 △200 △209

支払利息 12 6

売上債権の増減額（△は増加） 3,049 3,999

たな卸資産の増減額（△は増加） △388 △1,327

仕入債務の増減額（△は減少） △1,302 △1,564

その他 △341 △113

小計 3,361 3,067

利息及び配当金の受取額 198 229

利息の支払額 △12 △6

法人税等の支払額 △1,216 △1,030

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,330 2,259

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の売却及び償還による収入 163 859

有形固定資産の取得による支出 △244 △182

投資有価証券の取得による支出 △905 △1,796

投資有価証券の売却及び償還による収入 900 1,202

貸付けによる支出 － △180

その他 △17 △28

投資活動によるキャッシュ・フロー △105 △124

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △375 △500

その他 △41 △39

財務活動によるキャッシュ・フロー △416 △540

現金及び現金同等物に係る換算差額 110 △79

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,919 1,515

現金及び現金同等物の期首残高 5,967 8,190

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 7,887 ※１ 9,705
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分か

ら非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計

期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

   ※１　たな卸資産の内訳

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

商品 1,186百万円 1,224百万円

製品 3,028百万円 3,649百万円

半製品 1,191百万円 1,361百万円

仕掛品 1,232百万円 1,504百万円

原材料及び貯蔵品 2,024百万円 2,216百万円

 

  　２　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

受取手形裏書譲渡高 21百万円 25百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

  ※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日

　　至　平成26年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日

　　至　平成27年９月30日）

給料及び手当 1,434百万円 1,503百万円

賞与引当金繰入額 424百万円 406百万円

退職給付費用 44百万円 19百万円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  ※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

現金及び預金 7,887百万円 9,705百万円

現金及び現金同等物 7,887百万円 9,705百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１　配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の
総額

（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 375 15 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

 （決議） 株式の種類
配当金の
総額

（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年11月11日

取締役会
普通株式 250 10 平成26年９月30日 平成26年12月10日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１　配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の
総額

（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 500 20 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間の末日後となるもの

 （決議） 株式の種類
配当金の
総額

（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月11日

取締役会
普通株式 250 10 平成27年９月30日 平成27年12月10日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 日本 北米 計

売上高        

外部顧客への売上高 12,887 3,171 16,059 2,382 18,442 － 18,442

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,451 2 3,453 2,436 5,890 △5,890 －

計 16,338 3,174 19,513 4,819 24,332 △5,890 18,442

セグメント利益 1,279 456 1,735 596 2,332 △361 1,970

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、東南アジア等の現地

法人の事業活動を含んでおります。

　　　２　セグメント利益の調整額△361百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△266百

万円、たな卸資産の調整額△102百万円及びその他７百万円が含まれております。全社費用は、

主に報告セグメントに帰属しない提出会社の総務・管理部等の管理部門に係る費用であります。

　　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 日本 北米 計

売上高        

外部顧客への売上高 12,889 3,171 16,060 1,630 17,691 － 17,691

セグメント間の内部
売上高又は振替高

3,936 － 3,936 3,174 7,110 △7,110 －

計 16,825 3,171 19,997 4,805 24,802 △7,110 17,691

セグメント利益 1,621 463 2,084 467 2,551 △570 1,981

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、東南アジア等の現地

法人の事業活動を含んでおります。

　　　２　セグメント利益の調整額△570百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△307百

万円、たな卸資産の調整額△269百万円及びその他７百万円が含まれております。全社費用は、

主に報告セグメントに帰属しない提出会社の総務・管理部等の管理部門に係る費用であります。

　　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 62円15銭 56円71銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
1,556 1,419

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
1,556 1,419

普通株式の期中平均株式数（千株） 25,039 25,038

 　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

第65期（平成27年４月１日から平成28年３月31日まで）中間配当については、平成27年11月11日開催の取締役会

において、平成27年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うこと

を決議いたしました。

①配当金の総額 250百万円

②１株当たりの金額 10円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成27年12月10日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月11日

株式会社鶴見製作所

取締役会　御中

 

東陽監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 橋田　光正　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 岡本　 徹 　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社鶴見製

作所の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社鶴見製作所及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

　２　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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